
学校ウォッチングを実施
　８月２３日午前中、思永中学校に新婦人・福健労・出
口市議７人で訪問しました。
　星加教頭先生が対応。学校の建物はＰＦＩ事業で 2009
年九電工が建て替え名義・管理等も同社で、校舎も定期
的に改修されていてとても奇麗でした。
　プールは思永中学・西小倉小学校・市民と共用で管理
運営は西日本スイミングが行っています。しかし、特別
教室（理科室や家庭科室・・）にエアコンがなく新設を。
また、各教室の古いエアコンの入れ替えが必要でした。
特に不備等の指摘はなく要望のみでした。教頭先生との
懇談の中で、「女子トイレへ生理用品設置」については、
保健室に完備し必要な子供に渡しており、トイレには置
いていない、ということでした。
　午後は日明小学校。肘井校長先生が対応し校舎内案内、
説明を受けました。全校生徒 492 人児童数が多くトイレ
の増設が必要でした。（和式から洋式へも）　　

指摘事項
①プールサイド排水溝の段差・剝離改修が必要
他の要望は、教員数が多く駐車場スペース拡充のため、
利用されていない小動物小屋を駐車場に・特別教室にエ
アコン設置・教室備え付け棚を広い物に・教職員の休憩
室が必要と思いました。校長先生との懇談で読売子ども
新聞については、学事課（読売無償提供）から受け取り、
内容はチエックしていない。４～６年生に配布。「女子ト
イレへ生理用品設置」については、保健室に置いている。
小学生なので生理についてあまり理解していない、先生
の管理・運営が大変とのことです。

（新婦人こくら北ニュ－スNo584より）

　沖縄県名護市辺野古の米軍新基地建設の是非が最大争
点となった沖縄県知事選が１１日、投開票され、新基地
断念を訴えた「オール沖縄」の玉城デニー知事（６２）
が再選を果たしました。岸田自公政権が全面支援し、辺
野古新基地推進を真正面に掲げた前宜野湾市長の佐喜
真淳氏（５８）に６万４９２３票差で圧勝。２０１４年
１１月の翁長県政以来、「オール沖縄」が３連勝し、「辺
野古ノー」の民意は国家権力総がかりでも押しつぶされ
ないことが示されました。
　10月の那覇市長選に立候補する翁長雄治前県議の辞職
に伴う県議補選も同日投開票され、「オール沖縄」の上原

快佐（カイザ）氏が初当選しました。県議会で議長を除
く議席数が２４対２３となり、デニー県政を支える与党
が引き続き過半数となりました。
　デニー知事は当選後の記者会見で、「間違いなく辺野
古の新基地建設が大きな争点だった」と指摘。「これまで
翁長雄志知事、私の前回の選挙、県民投票の７割以上の
反対の声、そして今回の明確な争点となった私の２期目
の再選。この県民の思いは１ミリもぶれていない結果だ」
と強調しました。また、「これからも誰一人取り残さない
誇りある豊かな沖縄を目指して前進したい」と語りまし
た。（しんぶん赤旗より）
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平和とくらしを守る北九州市民の会
〒８０３-０８１７　小倉北区田町 13-21 田町ビル 3Ｆ
℡０９３-５９２-５０００ 
fax ０９３-５７１-４３４６
http://siminnokai.sakura.ne.jp
e-mail:koe@siminnokai.com

第１０回北九州人権問題公開座
　９月 4日（日）、今年で 10回目となる北九州人権問
題公開講座が開催されました。講師は岩岡美咲さん。
演題は「重度障害者を排除する構造」です。
　岩岡さんは、高校２年夏の国体で、跳馬競技中の事
故で重度障害者になりました。しかし、そこから未来

八幡市民会館の活用を求める連絡会　　　　　
記録冊子完成へ

　9月１５日（木）、第 71回目となる「連絡会」がひら
かれました。２時間をかけて、記録冊子（パンフレット）
の最終校正がおこなわれました。メインタイトルは「文
化と記憶の継承に向かって」、サブタイトルは「八幡市民
会館と八幡図書館を残すための活動の記録」。８年半の
活動をまとめ上げた珠玉の冊子が、いよいよ完成します。
納品は 10月 7日。
　次回連絡会は、10 月 6日（木）13：30　大谷市民セン
タ－で開催します。

資料代５００円

記念講演

講講師師かかららのの訴訴ええ 

「参議院選挙挙の結果、衆参両院

で改憲と軍拡をめざす勢力が３

分の２を占める結果となり、憲法

改定の動きは極めて重大な局面

を迎えています。しかし、世論の

動きを見れば改憲派の矛盾と弱

点が見えてきます。また、ロシア

がウクライナの侵略を開始して

から半年以上が経ちますが、その

教訓も明らかになってきていま

す。軍事同盟での対抗、軍事対軍

事が、戦争を招き、市民に甚大な

被害をもたらしているのです。日

本にとって戦争を起こさない最

大の力は、憲法をフルに生かした

外交です。そのことを皆さんと一

緒に考え、改憲を許さない世論を

広げていきたいと思います。」

 

川川田田忠忠明明((かかわわたたたただだああきき))氏氏。。 1959 年生｡世界 40 国以上を

訪問し、平和団体と交流。 現在、日本平和委員会常任理事｡ 原

水爆禁止日本協議会担当常任理事。 著書「アート×ジェンダー

×世界──祈りはどこにあるのか」(2022 年 9 月)。「市民とジ

ェンダーの核軍縮──核兵器禁止条約で変える世界」(2020 年)

「名作の戦争論」(2002 年)等
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ご案内

の希望をみつめ自分らしく生きる自立の道を明る
く元気に切り拓いてこられました。
　講演内容は、１章自己紹介、２章日常生活、３
章私のなぜ？、４章今とこれから、でした。
　参加者全員、スライドを使ったお話に聞き入り
ました。その後、多くの方が感想を述べたり、質
疑応答をしました。
　地域社会でお互いの人権を認め、共に生きてい
く大切さを共有することができた有意義な２時間
でした。
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冒
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岸
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憲
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憲
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憲
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（1）　2022年9月 第27回平和のための戦争展in北九州ニュース
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　ロシアによるウクライナ侵略が続く中、第27回「2022平和のた
めの戦争展㏌ 北九州」が8月27-28日、八幡西区の黒崎コムシティで
開催されました。新型コロナウイルス感染が急増する中での開催とな
りましたが2日間で約400人が来場。平和のうたごえは「ウクライナ

に平和を」など数曲を披露、記念講演は井下顕弁護士が「ロシアのウ
クライナ侵略問題と憲法9条改正問題」について、対談企画は8月25
日に閉館した北九州平和資料館の小野逸郎さんなどが登壇しました。
「青年の主張」は教育現場での平和学習の現状が報告されました。
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香川 090-7150-3090
原田 090-6892-7715
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井下弁護士
三輪実行委員長

8
月
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さ
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た
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ニ
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い
。


